
おもいやり駐車場
屋根付き (４台 ) 屋根なし (２台 )

- 凡例 -

敷地内

管理者通路

歩行者通路

中庭等

駐車場

屋根付き通路・駐車場

屋根なし  おもいやり駐車場

庁舎・ホール

一方通行

管理者通路

「沖縄県福祉のまちづくり条例」より

おもいやり駐車場台数

おもいやり駐車場幅

総台数の 1/50 以上

350cm以上

通路幅 120cm以上

スロープ幅 120cm以上

スロープ勾配 1/12 以下

トイレ出入口幅 80cm以上

IN

IN

OUT

6ｍ

6ｍ

4.8ｍ

5.5ｍ

5.5ｍ 5.5ｍ

5.5ｍ

4ｍ

3.2ｍ

車椅子使用者も利用しやすいローカウンター、記載台

歩道からメインエントランスまでの誘導ブロックの設置

出入口扉は有効幅員を 180 ㎝以上確保

建物に近接して配置した屋根付の障がい者用駐車場 ( 幅 350cm以上 )

通路幅 120cm以上

トイレ出入口幅 80cm以上

エレベーター出入口幅 80cm以上

EVホール幅 150cm以上、奥行 150cm以上

スロープ幅 120cm以上、勾配 1/12 以下

車椅子利用者も利用しやすいゆとりのあるエレベーター
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与那原町新庁舎等複合施設基本・実施設計業務　梓・国吉設計事務所共同企業体

DateSubjectProject Page

ユニバーサルデザイン計画

基本方針

重点整備項目

※ユニバ－サルデザイン（Universal Design）とは

■安全安心のアプローチ計画

　

■駐車場

■メインエントランス（主玄関）

　

■廊下

　

■階段

　

■待合スペース

　

■窓口カウンター

■サイン計画

　

段差のない床材誘導ブロックの敷設

屋根付駐車場 雨に濡れない経路

幅広い主玄関イメージ

利用者に応じて高さを変えた受付カウンターイメージ

ゆとりのある町民ラウンジイメージ

点字付手摺階段踊場の点字ブロック
視認性の高いサインイメージ

充分な幅員の廊下イメージ

ユニバーサルデザイン計画 012018.11.20

本施設では、公共施設として高齢者や様々な障害者の方々はもとより、幼児を連れた親や妊婦の方などを含

めた、誰もが使いやすいユニバーサル・デザインを基本とし、ハートビル法、沖縄県福祉のまちづくり条例

に遵守し、特に下記の項目について重点的に整備を行います。

敷地出入口からメインエントランス、駐車場に至るまで、

歩道と車道を明確に分離し、段差がなく滑りにくい床仕上

の安全・安心なアプローチ計画とします。また、総合案内

カウンターまでの案内誘導(誘導用床材等)を設置し、視覚

障がい者へ配慮します。

町民ラウンジは自然光の入る十分な広さを確保し、車椅

子やベビーカー利用者などに配慮したゆとりのある通路

幅で計画します。

■ゆとりのあるエレベーター

エレベーターイメージ

車椅子対応、視覚障がい者対応のエレベーターを設け、

円滑に階の移動ができるよう配慮します。

■利用しやすいトイレ

多目的トイレイメージ

各階ごとに多目的便所を設け、オストメイト対応設備や

ベビーチェア・シート等、様々な利用者への対応と共に、

一般便所にもそれぞれ手摺付便器及びブースを設置します。

視認性が高く、分かりやすい位置に設け、カウンターは

車椅子使用者や高齢者、子どもにも利用しやすい高さ・

形状とし使い易さに配慮します。

認知性の高いピクトグラム(絵による案内)を多用し、そ

の取付位置やサイズにも十分配慮して、スムーズな誘導

を図ります。また、必要に応じて点字によるサインや音

声案内を併用するものとします。

昇り降りのしやすい踏面・蹴上の寸法とすると共に、点

字ブロックや手摺を設置します。

障がい者（車椅子利用者）用の駐車場をメイントランス付

近に設け、出入口までの経路を含め屋根を設置し、雨に濡

れずに最短で建物へアプローチが可能な計画とします。

メインエントランスの扉は、十分な幅を確保し日常利用の

利便性を高めると共に、安全装置付の自動扉として非常時

には自動開放する機構とします。

段差を設けないよう配慮すると共に、車椅子の通行に支障

のないよう十分な幅員を確保します。また、床仕上はすべ

りにくい材質とします。

「高齢者や障害のある人などを含めた誰もが、はじめから利用しやすいように、施設・もの・サ－ビスなどに配慮を行う」という考え
方で、「すべての人のためのデザイン」とも言われます。「ユニバ－サルデザイン」という言葉は、1980 年前後に、アメリカの建築家
のロン・メイス氏が使い始めました。ロン・メイス氏は、障害のある人のために配慮されたものは、他の人にも使いやすいと考え、障
害のある人をはじめ、誰もが利用しやすい「ユニバ－サルデザインの７原則」を提唱しました。
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見やすい高さ 触れる高さ
色彩・コントラスト・サイズ
でメリハリをつける

ユニバーサルデザインによるサイン計画のイメージ

視

低い視線の「視」

2000

1700

1000

800

点字
触

車椅子利用者、杖利用者の安全対策

視覚障害者の安全対策

聴覚障害者の安全対策

　ユニバーサルデザイン計画に沿って、誰でも使いやすい便利な施設となるよう、高齢者や車椅子利用者、
杖利用者、視覚障害者、聴覚障害者に対し、平等にバリアの解消が行える計画を目指します。

・建物内の床面はすべてフラットとし、段差や勾配となる床面をつく
らない計画とします。

・便所の緊急呼出ボタン、インターホンは車椅子使用者の手の届く位
　置とします。

・通路等に杖が引っ掛かるような造作、物品、突起物が出ないように
　し、転倒防止に配慮します。

・屋外の排水溝蓋は、車輪や杖の先端、かかと等が落ち込まない構造
　とします。

・屋外はもちろん、便所などの水を使用する箇所の床面は、粗面で滑
　りにくい素材を採用します。

・廊下の曲がり角には鏡を設けるなど、衝突を未然に防ぐ配慮を行い
　ます。

・通行の支障とならないようなベンチ、ゴミ箱等の配置を検討します。

・階段などの段差部には踏面と蹴上部で明度差の大きい色を使います。

・非難を要する事態となった場合は、非常放送により確実に周知しま
　す。

・避難誘導灯は音声・点滅機能付きとし、音声にて非難を知らせる器
　具を設置します。

・腰から上の突起物は感知できないことから、床面65cm～200cm
　の範囲には、壁から10cm以上の突起を設けない計画とします。

・避難誘導灯は音声・点滅機能付きとし、点滅によって視覚的に非難
を知らせる器具を設置します。

内外部とも目地が少なく、凹凸の少ない
仕上材料・工法とする

　車椅子の車輪が落ち込まず、通行に
　ストレスのない排水溝蓋とする

段差をなくした建具の選定を行う

災害時に音声とランプの点灯により、
視覚・聴覚障害者にも避難誘導可能

実際の設計では、来館者の障害の種類と程度に応じて配慮

すべき項目を確認しながら進めます。また、誘導ブロック

などの視覚障害者には必要でも肢体の不自由な方にはバリ

アとなるものもあり、現実に沿って確実な対応を行います。

（１）誰もが安心して利用できる施設づくり

（２）ユニバーサルデザインの6原則と対応策

（３）ユニバーサルデザインの計画

だれでも公平な使用

簡単で直感的にわかる使い安さ

高い自由度・柔軟度

必要な情報がすぐ理解できる

うっかりミスが危険につながらないデザイン

無理な姿勢や強い力がいらず楽に使用できる

多目的便所、車椅子でも楽に使えるスイッチ、握りや
すいハンドルなど、身体的特徴によらない使い方がで
きるものを採用します。

触っただけで、見ただけで使い方が理解できるような
器具・道具を選択し、外国人や高齢者にもわかりやす
く使いやすいものを採用します。

ワンレバーの水洗や手摺高さなど、利き腕などに規制
されない自由な使い方のできるものを採用します。

サインなどの情報伝達の道具は、色や形、位置情報に
配慮し、わかりやすくアイキャッチの手法を採用する。

自動ドアの感知範囲を広げる、一般部では熱湯を出さ
ないようにするなど、事故につながりそうな部分を予
想し、事前に対応します。

「ひねる」動作を伴わないドアノブや水洗など、様々
な手の大きさや姿勢に対応でき、無理なく使える器具
を選定します。

　車椅子でも使い易い

　スイッチ位置

　誰にでも使いやすい
　ドアハンドル

　誰にでも使いやすい
　カウンター

　車椅子用エレベータ
　操作盤

　自動水洗器具

■大きめのサイン１

■事故の起きにくい形状・デザイン

■車椅子や子供や高齢者にも使いやすく分かりやすい
　寸法と設置位置

　非常用呼出人、オスト

メイトのある多目的便所

■大きめのサイン２

沖縄県の「福祉のまちづくり条例（望ましい基準に適合）

及び「高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する

法律」の建築物移動等円滑化誘導基準に基づく計画の認定

を目標とします。

■　ユニバーサルデザイン計画

ユニバーサルデザイン計画
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■　サイン計画

その他の留意事項

・建物の配置やルートの情報を明確に伝えます。

・本人の居場所や目的地が、どの方向でどの場所にあるの

かを判断できるサインを見やすい場所に設置します。

・トイレやEV等は分かりやすいピクトサインにし、目線の位

置に近いところに設置します。

・車椅子や障害者の来館者にも配慮したサイン計画を行

います。

・色彩や形状、設置位置を考慮し、外国人や高齢者、子供に

も分かりやすいサイン計画とします。

・階段などの段差部には明度差の大きい色を使い段差に

対する視認性の高い階段とします。

サイン計画の基本方針

スムーズな交通移動のサポート

・展望台を初めて訪れる人が見ても分かりやすいサイ

ンシステム。

・主要部は日英中韓４言語表記により国際化に対応する。

必要な情報を的確に伝達する

・視覚情報のプライオリティを考慮して情報の整理を

行う。

・情報の伝達を明確に行う。

・カラーユニバーサルデザイン（CUD）と文字、図記号

を組み合わせることにより、視覚伝達を的確に行う。

秩序ある景観をつくる

・施設全体でデザインの統一をはかる。

・視認性が高く、かつ、落ち着いた色彩を使用する。

■ 快適な環境づくり

「目的地」が分かる。

■ 幅広い対応 ■ わかりやすい情報

（参考）
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